
本市の小中一貫教育は、中学校区内の小中学校の教員が、「目指す子ども像」や「育て

たい力」といった共通の目標をもち、その達成を目指して、義務教育９年間を見通した指

導や小中学校一体となった取組を行っていく教育です。 

各中学校区では、「生きる力」を育むことを基本理念とした学習指導要領のねらいや趣

旨に即して進めていきます。 

「目指す子ども像」を目指して  「育てたい力」の育成 

人が育ち 人が輝く あきる野の教育 

あきる野市の小中一貫教育 
－全ての子どもたちが楽しく生き生きと学校生活を送るために－ 

 

平成２６年４月から、 

全市立学校で小中一貫教育がスタートします。 
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○○中学校区 

各中学校区の「目指す子ども像」の実現 

９年間を見通した指導 小中一体となった取組 

小学校 中学校 

中学校区ごとに 

今の学校体制を生かした 

小中一貫教育の推進 

平成２６年３月 

あきる野市教育委員会 

学習指導要領の 

ねらいや趣旨に即した 

小中一貫教育の推進 

【あきる野市の小中一貫教育のイメージ】 



１ 小中一貫教育を推進する理由 
◆学力面 

 この表は、「児童・生徒の学力向上を

図るための調査」における小学５年生と

中学２年生の学力の定着状況を東京都

の結果と比較したものです。 

小中学校共に学力の定着状況に課題

があり、特に小学校は、都と比べて大き

な開きがあることが分かります。 

 

◆生活・行動面 
 

 

 

 

 

 

 

２ あきる野市が実施する小中一貫教育とその効果 
各中学校区で以下のような小中一貫教育を推進することで、 

子どもたちに多くの効果が期待できます！ 

◆中学校区ごとに、子どもの様々な情報について共有します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の学力向上を図るための調査 
○学力の定着状況について（東京都との比較） 

 
小学５年生 中学２年生 

２３年度 －１０ポイント以上 －１０ポイント以上 

２４年度 －１３ポイント以上 －８ポイント以上 

○子どもについて様々な情報を共有することで、 

個別指導が充実し、一人一人の能力がさらに伸びることが期待できます。

 小学校のとき、 友達と関わる

のが苦手だったけれど、中学校で

も先生がフォローしてくれたおかげ

で、仲のよい友達ができそうだ。 

中学校でも先生が同じような声

がけをしてくれるので、最近、環

境が変わっても少しずつ自分を

コントロールできるようになった。 
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０～２人

中学１年生
８～１５人

この棒グラフは、最近３年間

の、小学１年生から中学３年生

までの不登校児童・生徒の人数

をグラフにしたものです。 

 ご覧のとおり、小学６年生か

ら中学１年生のところで、不登

校の子供たちが格段に増えて

いることが分かります。 

以上のことから、小中学校での学習や生活のつながりをより一層重視した指導をするこ

とで、子どもたちが確かな学力を身に付け、より充実した生活が送れるよう、「小中一貫

教育」を推進することとしました。 
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◆中学校区ごとに、「目指す子ども像」や「育てたい力」を共有します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆中学校区ごとに、小中一貫した指導を９年間行います。 

※「（２）小中一貫した指導をするために」を参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆中学校区ごとに、小中学校が一体となった取組を増やしていきます。 

 

 

例・夏季休業中を活用した６年生の部活動体験や学習教室の実施 

・中学校における６年生対象の英語の授業体験の実施 

・生徒会役員等による６年生対象の中学校説明会の実施 

・小中共通の「生活指導マニュアル」や「学校生活のきまり」の作成 

・合同あいさつ運動や合同ボランティア活動の実施 

 

 

 

 

○各教科等におけるつまずきやすい学習内容について共有することで、 

反復指導がより充実し、基礎的・基本的な内容が一層定着することが期待できます。

○中学校での小学生の体験活動や児童会・生徒会行事の一部合同実施、学校生活の

きまりの共通化などを行うことで、 

中学校生活への不安やストレスを軽減することが期待できます。

最初はよく分からなかったけ

ど、何度も繰り返し勉強したら

ちゃんとできるようになったぞ。 

児童会と生徒会が協力

して行っている行事のお

かげで、中学校にも早く

慣れそうだぞ。 

夏休みの部活動の体験、楽しか

ったな。先輩も優しそうだったし、

早く○○部に入りたいなあ。 

前に覚えたやり方を使ってやっ

たら、新しい問題も解けたよ。

なんだか力が付いてきた気が

するぞ。           

○目指す子ども像や育てたい力を共有し同じ目標をもつことで、 

今まで以上に小中一貫した指導を受けることが期待できます。

小学校の先生も自分の考えを

もつことは大切だって言ってた

なあ。 

中学校でも、繰り返し学習が      

あるらしいから、今からがんば

らなきゃ。 
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